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研究成果の概要（和文）：西欧中心に理論化されてきたモダン・アートに対抗する形で１９２０

年代に提唱されたメキシコ壁画運動の実態を徹底検証することによって、西欧美術モダニズム

とは脱アカデミズムという点では通底するものがあるにせよ、非西欧地域におけるモダニティ

ーの概念やモダナイゼーション過程には各国、各地域毎の固有の形態や歴史があり、脱―西欧

モダニズム的性格があることを明らかにした。 
研究成果の概要（英文）：The investigation on the Mexican Mural Movement started in 1920s’ 
started opposing to contemporary modern art movements of the western Europe proves 
that perception to modernity as well as the modernization process are different from those 
arts of western origin. This result may be characterized as an alternative means and 
expression of modernism although sharing the common feature as deconstructing art 
academism.   
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１．研究開始当初の背景：国際的な拡がりを

持つ現代美術の動向からポスト・モダニズム

理論の限界が明らかにされ、西欧中心主義へ

の懐疑からモダニズムの根本に遡って現代

美術を再検証する動きが顕在化してきた。メ

キシコでは２００７年のメキシコ壁画運動

三巨匠の一人ディエゴ・リべラの没後５０周

年を機に反―西欧モダニズムの先駆的な事

例として検証する研究が本格化していた。当

該研究はその最先端の動向においつこうと

いうものであった。 
 

２．研究の目的：メキシコ壁画運動のオルタ

ーナティヴな美術モダニズムという性格を

明らかにし、日本を含む非西欧社会における 
もう一つの現代美術理論の構築を目的とし

た。その過程では現代美術の脱―西欧中心主

義が可能かという課題に取り組むことも必

須であった。またメキシコ壁画運動理論や実

践の普遍性を実証するのも目的の一つとな

った。 
 
３．研究の方法：移動不可能な壁画研究にお

いては日本での文献調査に限界があった。従
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って研究方法では現地調査が必須となった。

この設定の下に三つのフェーズを構想した。 
(1) フェーズ I＝ナショナリズムや土着性と

いったバノキュラーな歴史、政治、文化伝統 

との相関関係の検証。 

(2)フェーズ II=中南米で普遍化される「革命

の美術」と、美術界における「美術の革命」

という認識の交差領域の検証。 

(3)オルターナティヴ・モダニズム概念適用

の妥当性をモダ二ティ、モダナイゼーション

といった指標から検証。 

 

４．研究成果 

(1)この分野への日本人研究者の参入は稀有

で国際的にも評価され、欧文論文発表、講演

依頼などがきている。また NHK・TV 番組制作

にも貢献。 

(2)アジア、アフリカなどの現代美術研究成

果と付き合わせることによりオルターナテ

ィヴモダニズムの普遍性や体系化が可能と

なった。 

(3)メキシコ壁画運動が当初より脱西欧モダ

ニズム志向を内包していたことが確認され

た一方、時代的、思想的、政治的制約という

限界も持っていたことを検証し、２１世紀の

非西欧社会における現代美術の展望を明ら

かにした。 
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